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研究成果の概要 

深層学習を用いて情報源符号化（データ圧縮）と通信路符号化（誤り訂正）を一括で行い、変調

信号を直接出力する Deep Joint Source-Channel Coding（DeepJSCC）技術の高度化を図るべく、研

究を推進しており、大きく 2つの研究テーマを検討している。一つは、「水中音響通信システム向け

Deep JSCCE技術」であり、二つ目は、「光ファイバ通信システム向け Deep JSCCE技術」である。こ

れらは、DeepJSCC に等化（Equalization）機能を組み込んだものである。研究を進めるにあたり、二

つ目の「光ファイバ通信システム向けの DeepJSCCE」に関して、光ファイバ伝送路に限定する必要

性はないため、光空間通信システム向けの DeepJSCCE の検討を同時にスタートさせた。特に研究

テーマ 1 と親和性が高いため、水中向けの可視光通信システムを対象としている。 

 研究成果について、研究テーマ 1に関して、まず、通信路の時変動がない場合、すなわち、加法

性白色ガウス雑音ベースの通信路を仮定して、評価を行っている。これについては良好な特性が

得られつつあるため、2025 年度中の国際会議および国内学会発表を目指している。また、本成果

で得られた結果をセルラー通信向けに改造したものを部分的に国内学会にて発表した。 

 研究テーマ 2 について、当初予定通り、パッチ画像同士の接続面で生じるブロックノイズ対策に

ついて、検討手法により、PSNR（ピーク信号電力対雑音電力比）を指標とすると、3 dB 近く品質が

改善する領域が現れた。この成果については、2025 年度に論文化を目指している。また、本成果

で得られた結果をセルラー通信向けに改造したものを部分的に国内学会にて発表した。 

同時に検討していた圧縮率可変型の DeepJSCC についても、2025 年度に国際会議投稿を予定し

ている。 
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